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モータースポーツ顕彰決定のご案内 
 

鈴鹿サーキットでは1987年よりモータースポーツの発展、新興、ならびにファン拡大につながる顕著な活躍、活動、

功績を残された個人、団体を対象にモータースポーツ顕彰を、また大きな活躍が期待される個人を対象にライジング

アワードを設定し、その功績を広く知っていただくとともに感謝の意を表してまいりました。 

2012年度も東京運動記者クラブモータースポーツ分科会、JMS・日本モータースポーツ記者会、JRPA・日本レース

写真家協会、RRPA・日本ロードレースプレス協会の皆様のご協力のもとに表彰者、団体を選出し、顕彰を決定いたし

ました。 

 
■２０１２年モータースポーツ顕彰 （2012年に顕著な活躍をした個人・団体など） 

小林可夢偉 
昨年のF1日本グランプリでの快走は今も鮮明に蘇ってきます。佐藤琢磨選手（2004年）以来

日本人ドライバー3人目の3位表彰台を獲得。鈴鹿サーキットでの母国グランプリでは1990年

の鈴木亜久里氏以来、実に22年ぶりの快挙でした。2009年終盤にF1デビューすると、翌年

ザウバーチームからフル参戦を果たし、その後は常に上位争いを展開。日本のみならず

世界が注目するドライバーへと成長し、昨年開場50周年を迎えた鈴鹿サーキットで、新たな

歴史を刻みました。この間様々な活動を通してモータースポーツ啓蒙にも力を注ぎ、これからも

さらなる活躍が期待されています。 

 

 

 

 

 

 

 

■２０１２年モータースポーツ特別顕彰 （2012年に特別な活躍をされた個人・団体など） 

ＭＯＬＡ （ＮＩＳＳＡＮ） 
3年ぶりに1000kmのレース距離が復活した昨年の第41回インターナショナル ポッカ

1000km。伝統の1戦でポール・ポジションからスタートし、見事優勝を飾ったのがS Road 

REITO MOLA GT-R。この優勝を機に柳田真孝／R・クインタレッリ両ドライバーとチームは

快進撃を開始し、SUPER GTシリーズ初となる2年連続のドライバーチャンピオン、そして

チームチャンピオンを獲得しました。2011年のポッカGTサマースペシャルでも2位表彰台を

獲得するなど、鈴鹿サーキットでは常に素晴らしい成績を残しています。 

 

トリックスターレーシング （Ｋａｗａｓａｋｉ） 
カワサキNinja ZX-10Rで参戦したトリックスターレーシング。これまで伊賀上野観光協会と

甲賀市観光協会、そしてアニメなどとのコラボレーションで様々な話題を提供。8耐観戦

ツアーなど地域との連携を深め、モータースポーツの発展に貢献してきました。芹沢太麻樹

選手、出口修選手、井筒仁康選手で参戦した昨年の‟コカ･コーラ ゼロ”鈴鹿8時間耐久

ロードレースではトラブルに泣いたものの、残り3分までし烈な3位争いを展開し、詰めかけた

ファンを魅了。今年もトップ争いが期待されています。 

2013年2月5日

株式会社モビリティランド

鈴鹿サーキット
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■２０１２年モータースポーツ功労顕彰 （長年に渡りモータースポーツの発展に貢献された個人・団体など） 

フィオレンティーナ４７０クラブ 
鈴鹿F1日本グランプリの風物詩とも言えるのが、決勝レース前に行われるドライバーズパレード。

ドライバーやチームにゆかりのある名車に乗って、コースを1周します。2002年からこのパレードを

クラブとして行い、50周年を迎えた鈴鹿サーキットの日本グランプリを華やかに彩ってくれました。

今年のF1日本グランプリもドライバーズパレードでの盛り上げへの貢献が期待されます。 

 

 

 

 

 

■２０１３年ライジングアワード・４輪 （2012年の活躍と2013年に更なる活躍が期待される4輪選手） 

石川京侍 
（いしかわ けいし 18歳） 

2012年のSRS-F（鈴鹿サーキットレーシングスクール フォーミュラ）を首席で卒業、スカラシップ

を獲得。同時にスーパーFJ鈴鹿シリーズでチャンピオンを獲得。さらにスポット参戦したFCJ

（フォーミュラチャレンジ・ジャパン）でも並み居る強豪を相手に、一歩も引かない力強い走りを披露

し最高4位入賞の活躍を見せました。2013年にはFCJにフル参戦する予定で、早くもチャンピオン

候補の一人に挙げられています。 

 

 

 

■２０１３年ライジングアワード・２輪 （2012年の活躍と2013年に更なる活躍が期待される2輪選手） 

山田誓己 
（やまだ せな 19歳） 

昨年全日本ロードレースJ-GP3クラスに参戦し、ランキング3位を獲得すると同時に、10代の選

手を対象にしたJ-GP3ユースカップチャンピオンに輝きました。最終戦MFJグランプリでは強豪選

手を相手に見事予選1位を獲得し、大器の片鱗を見せつけました。今年も引き続きJ-GP3に参戦し、

さらなる活躍が期待されています。 
 

 

 

 

 

各受彰の皆様は3月3日(日)（時間未定）にレーシングコースポディウムで行われる授彰式にご参加予定です。 

※スケジュールの都合上、代理の方のご出席となる場合がございます。あらかじめご了承ください。 

 
 

 

 
 

モータースポーツファン感謝デーは、特別無料ご招待券をホームページにてダウンロードいただけます 

＜ゆうえんちモートピアパスポートが割引になるクーポン券付！＞ 

詳細は鈴鹿サーキットホームページをご覧ください。 http://www.suzukacircuit.jp/msfan_s/ 


